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入間市重度心身障害
者福祉手当支給条例
の一部を改正する
条例などを審議

第4回定例会

平
成
17
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月

１
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
20
日
間
開

催
さ
れ
、
提
出
議
案
41
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
議
員
提
出
に
よ
る
意

見
書
３
件
、
市
長
提
出
に
よ
る
規
約
４
件
、

条
例
７
件
、
一
般
議
案
16
件
、
平
成
17
年

度
補
正
予
算
９
件
と
、
請
願
２
件
で
あ
り
、

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
ま

た
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
平
成
16
年
度
決
算
認
定
10
件
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定

と
決
し
ま
し
た
。

2005.12Topics

全部・一部改正条例
条 例

入間市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正する条例

議案第144号 全員一致で原案可決

入間市火災予防条例の一部を改正する条例議案第145号 全員一致で原案可決

入間市都市公園条例の一部を改正する条例議案第146号 全員一致で原案可決

入間市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例
の一部を改正する条例

議案第147号 全員一致で原案可決

入間市重度心身障害者福祉手当支給条例の一部を改
正する条例

議案第148号 賛成多数で原案可決

入間市難病者福祉手当支給条例の一部を改正する条
例

議案第149号 全員一致で原案可決

入間市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例

議案第150号 全員一致で原案可決

平成18年１月から埼玉県が在宅の重度心身障害者に支給する手当に所得制限を導入することに伴
い、入間市においても所得制限を導入するもの。主な改正点は、手当支給者本人の前年度所得に対
して市民税が課税されている場合は、手当を支給しないこととしたものである。この条例は平成18
年４月１日より施行される。

議案第148号

現在、市税の累積の滞納額が12億円、500万円以上の滞納が93件あり、その解消のために、今回
現場のノウハウを知る国税の徴収経験者を指導員として週２回招き、滞納対策を推進するものであ
り、来年１月より実施する。なお、近隣市でもすでに実施しており成果が出ている。

議案第144号
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意
見
書国

は
、
と
り
わ

け
以
下
の
事
項
に

つ
い
て
抜
本
的
な

制
度
改
正
を
行
う

よ
う
強
く
求
め
る
。

１．

議
会
の
招
集

権
を
議
長
に
付

与
す
る
こ
と
。

２．

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
法

定
受
託
事
務
に
係
る
制
限
を
廃
止
す

る
な
ど
議
決
権
を
拡
大
す
る
こ
と
。

３．

専
決
処
分
要
件
を
見
直
す
と
と
も

に
、
不
承
認
の
場
合
の
首
長
の
対
応

措
置
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

４．

議
会
に
附
属
機
関
の
設
置
を
可
能

と
す
る
こ
と
。

５．

議
会
の
内
部
機
関
の
設
置
を
自
由

化
す
る
こ
と
。

６．

調
査
権
・
監
視
権
を
強
化
す
る
こ

と
。

７．

地
方
自
治
法
第
203
条
か
ら
「
議
会

の
議
員
」
を
除
き
、
別
途
「
公
選
職
」

と
い
う
新
た
な
分
類
項
目
に
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
職
務
遂
行
の
対
価

に
つ
い
て
も
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
名

称
に
改
め
る
こ
と
。

議会制度改革の早期実
現に関する意見書

（抜粋）

本
定
例
会
に
お
い
て
議
員
提
出
に
よ
る
意
見

書
３
件
が
提
出
さ
れ
、全
員
一
致
で
可
決
し
、

関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請
願

石
綿
曝ば
く

露ろ

対
策
を
国
に
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

見
直
し
を
求
め
る
請
願

本
請
願
は
、
入
間
市
狭
山
台
197
―
１
、

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
入
間
支
部
支
部

長
、
池
田
真
幸
氏
外
１
千
84
名
よ
り
提
出

さ
れ
た
も
の
。
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

石
綿
を
材
料
と
し
た
製
品
を
製
造
・
使

用
し
て
い
る
企
業
の
社
員
や
家
族
、
近
隣

住
民
が
悪
性
中
皮
腫
や
肺
が
ん
で
死
亡
し

て
い
る
。
近
い
将
来
爆
発
的
に
被
害
拡
大

と
の
予
想
も
あ
る
。
す
で
に
各
自
治
体
が

積
極
的
な
調
査
や
相
談
窓
口
の
設
置
に
乗

り
出
し
て
い
る
が
、
基
本
的
責
任
が
国
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
。

本
請
願
を
審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で

採
択
と
決
定
。

本
請
願
は
、
熊
谷
市
上
之
１
７
７
７
―

４
、
社
団
法
人
埼
玉
県
針
灸
按
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
会
会
長
、
高
野
宗
吉
氏
お
よ
び

入
間
支
部
長
で
あ
る
入
間
市
寺
竹
811
―

11
、岡
内
藤
雄
氏
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
。

要
旨
は
、
来
年
度
の
介
護
保
険
制
度
見

直
し
に
お
い
て
、
介
護
予
防
の
推
進
を
課

題
と
す
る
計
画
策
定
に
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

業
務
の
参
画
を
要
望
す
る
意
見
書
を
、
国

会
及
び
関
係
各
省
庁
に
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願
で
あ
る
。

審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で
採
択
と
決

定
。
入
間
市
議
会
と
し
て
、
国
に
意
見
書

を
提
出
。

入間CATVで�
本会議を�
全面放映�
しています�

●放映チャンネル�
　11チャンネル�
●放映時間�
　議会開催日の午後6時から�

議会を
傍聴しましょう

議会は住民の、
住民による、

住民のためのものです。
次回の定例会は

３月に開かれる予定です。

請願を提出される方へ
市政についての希望や意見を請願書として

議会に提出することができます。
請願は、憲法で保障された住民の権利であ

り、住民の希望を直接市政に反映させること
ができます。
市議会へ請願をしようとする時は、次の要

領で提出してください。
1.邦文を用いて、件名、趣旨、提出年月日、
住所、氏名（法人の場合には、その名称及
び代表者氏名）を記載し、請願者が押印し
てください。
2.請願書には、紹介議員１名以上の署名、ま
たは、記名押印が必要です。
3.内容が２件以上にわたるときは、１件ごと
に提出してください。
4.道路・下水道等具体的な場所に関するもの
については、略図等を必ずつけてください。
5.その他不明な点については、議会事務局へ
お問い合わせください。

@2964―1111
（内線5112・5113）
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石
綿
を
材
料
と

し
た
製
品
を
製
造
、

使
用
し
て
い
る
企

業
の
社
員
や
家
族
、

近
隣
住
民
が
悪
性

中
皮
腫
や
肺
が
ん

で
死
亡
し
て
い
る
。

石
綿
被
害
は
、

製
造
企
業
の
み
な
ら
ず
、
製
品
を
使
用
し

て
い
た
造
船
・
自
動
車
・
建
設
・
港
湾
な

ど
多
く
の
業
種
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
仕
事
に
従
事
し
た
労
働
者
・
事
業
所

の
近
隣
住
民
・
家
族
の
二
次
曝ば
く

露ろ

な
ど
、

被
害
は
私
た
ち
の
予
想
を
遥
か
に
超
え
る

様
相
を
呈
し
て
い
る
。

ま
た
、
石
綿
を
使
用
し
た
建
物
の
解
体

に
よ
る
石
綿
飛
散
の
危
険
も
広
が
り
、
石

綿
傷
害
予
防
規
則
に
も
と
づ
く
対
策
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
各
自
治
体
が
積
極
的
な
調
査
や

相
談
窓
口
の
設
置
に
乗
り
出
し
て
い
る
が
、

基
本
的
責
任
が
国
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
つ
い
て
は
石
綿
被
害
者
の
救
済
と

被
害
の
防
止
・
根
絶
の
た
め
、
９
項
目
に

わ
た
る
対
策
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

石綿曝
ばく

露
ろ

対策を国に
求める意見書
（抜粋）

「
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
手
技
の
介
護
予

防
参
画
に
つ
い

て
」こ

れ
ま
で
、
国

家
資
格
を
有
す
る

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
は
、
介
護
・
医

療
の
立
場
か
ら
機
能
回
復
指
導
員
、
機

能
訓
練
指
導
員
と
し
て
自
立
を
支
援
し

て
き
て
い
る
。
特
に
高
齢
者
の
方
の
運

動
機
能
の
（
筋
持
久
力
）
や
柔
軟
性
の

向
上
、
自
律
神
経
調
整
機
能
の
向
上
及

び
痛
み
の
軽
減
な
ど
に
効
果
を
発
揮

し
、
転
倒
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
防
止
に

役
立
て
て
い
る
。

現
在
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議

会
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て
、
来
年
度

の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
向
け
て

審
議
が
重
ね
ら
れ
る
中
、
特
に
介
護
予

防
の
推
進
が
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な

っ
て
お
り
、
要
介
護
状
態
に
な
る
前
の

段
階
か
ら
統
一
的
で
効
果
的
な
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
効
果
的
な
介
護

予
防
策
と
し
て
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
手

技
が
介
護
予
防
に
参
画
で
き
る
よ
う
要

望
す
る
。

介護保険制度における
介護予防対策に関する
意見書（抜粋）

本
定
例
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
と
な

る
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
人
事

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

友
山
　
信
夫

議会の議会の運営運営�議会の議会の運営運営�議会の運営�
議会は、定例又は臨時に、一定期間開かれます。
定例会は、毎年4回、3月・6月・9月・12月に

開きますが、このほか必要があるときは臨時会が
開かれます。
会期中には、本会議や委員会が開かれます。
本会議は、全議員が出席して、議会の最終意思

を決定する会議です。
委員会は、本会議で決定する前に、いくつかの

部門にわかれて専門的に審査する会議です。

会 議 の 順 序 �

委員会�

本会議�

一般質問�

採
　
決�

討
　
論�

質
　
疑�

説
　
明�

採
　
　
　
決�

討
　
　
　
論�

質
　
　
　
疑�

委
員
長
報
告�

提
案
説
明�

議
案
提
出�

委
員
会
付
託�

質
　
　
　
疑�

開
　
　
　
会�

招
　
　
　
集�

閉
　
　
　
会�

一般質問とは、議案に関係なく、市全体及び市政について市長などの考え方・方針をただすこと�
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福
山
市

議
会
運
営
（
代
表
質
疑
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
に
つ
い
て
）

福
山
市
議
会
で
は

提
案
説
明
に
対
す
る
質
疑
は
会
派
が
行
う

も
の
と
し
、
一
会
派
１
人
、
一
日
二
会
派

ま
で
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
質
問
も

質
疑
と
併
せ
て
許
可
し
て
い
る
が
、
会
派

の
所
属
議
員
に
よ
っ
て
発
言
者
数
が
取
り

決
め
ら
れ
て
い
る
。
会
派
内
で
質
問
事
項

を
集
約
し
、
会
派
間
で
も
重
複
し
な
い
よ

う
調
整
す
る
運
営
と
な
っ
て
い
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
は
、
国
の
地

域
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
施
設
整

備
事
業
の
一
環
で
、
ラ
イ
ブ
中
継
及
び
録

画
を
配
信
し
て
お
り
、
行
政
の
透
明
性
の

確
保
の
一
助
と
し
て
い
る
。
入
間
市
で
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
録
画
放
映
し
て
い

る
が
、い
つ
で
も
見
ら
れ
る
利
便
性
か
ら
、

今
後
、
検
討
す
る
必
要
性
も
あ
る
と
思
わ

れ
た
。

表
し
て
１
人
の
発
言
を
認
め
て
い
る
。
質

疑
、質
問
は
入
間
市
で
は
区
別
し
て
お
り
、

地
域
的
な
差
を
感
じ
た
。
ま
た
、
倉
敷
市

議
会
の
特
徴
と
し
て
、
政
務
調
査
費
に
お

い
て
、
各
会
派
で
独
自
に
職
員
を
雇
用
し

て
お
り
、
さ
ら
に
別
途
雇
用
に
対
し
て
補

助
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
は
、
議
員
活
動
に

専
念
で
き
る
反
面
、
議
員
の
責
任
も
重
く

な
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

倉
敷
市

議
会
運
営
（
代
表
質
問
等
に
つ
い
て
）

倉
敷
市
に
お
い
て
も
、
質
疑
と
質
問
は

区
別
し
な
い
で
、「
質
問
」
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
３
月
定
例
会

の
み
代
表
質
問
の
形
を
と
り
、
会
派
を
代

11月21日
広島県福山市

11月22日
岡山県倉敷市

議会運営
委　員　会

委 
員 

会�
行
政
視
察

行
政
視
察�

　
　
　
報
告

　
　
　
報
告�

行
政
視
察

行
政
視
察�

　
　
　
報
告

　
　
　
報
告�

行
政
視
察

行
政
視
察�

　
　
　
報
告

　
　
　
報
告�

行
政
視
察�
　
　
　
報
告�

行
政
視
察�

　
　
　
報
告�

議会運営委員会�
議会の運営に関する事項、
議会の会議・規則・委員
会に関する条例等に関す
る事項、議長の諮問に関
する事項を所管していま
す。�

その①　政治家の寄付の禁止�

　政治家（候補者、候補者となろうとする者及び現に公職にある
者）が、選挙区内にある者に対して寄付をすること（政党や親族
に対するもの及び政治集会に関する必要やむを得ない実費の補償
を除く）は、いかなる名義をもってするかを問わず禁止されてい
ます（会費・参加費等が適切・妥当なものかも問われます）。�
　ただし、政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、
政治家本人が自ら出席する葬式や通夜における香典を除きます。�

その②　政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止�

　政治家に対し寄付を出すように勧誘や要求をすること（政党や親
族に対するもの及び政治集会に関する必要やむを得ない実費の補
償の勧誘・要求は除く）も、禁止されています。�

その③　その他の禁止行為�

　政治家が出す時候のあいさつ状（答礼のための自筆によるものを
除く）、有料のあいさつ広告、後援団体（いわゆる後援会）による
寄付なども禁止されています。�

知っておきたい政治家と寄付などについての決まりごと�
　議員等の政治家は、公職選挙法により以下のとおりいろいろな行為
が禁止され、罰則が定められています。よりよい地域づくりのために、
法律の趣旨を理解し、遵守への協力をお願いするものです。�

じゅんしゅ�

倉敷市（議場）にて
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平成16年度
歳入歳出決算を認定
一般会計、特別会計8件、
水道事業会計の計10件

平
成
17
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
平
成
16
年
度
入
間
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
ほ
か
９
件

の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
９
月

22
日
か
ら
11
月
１
日
に
か
け
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
報
告

さ
れ
、す
べ
て
認
定
と
決
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

平成16年度決算については、市長から次のとおり概要報告がなされて
いる。
平成16年度の各会計の予算執行については、一般会計及び特別会計は、

事業進捗上やむを得ない理由で一部の事業は繰越措置をしたが、予定した事業は概ね執行でき、黒字で
決算を終了することができた。また、水道事業会計についても黒字で決算を終了した。
平成16年度の一般会計歳入歳出決算は、前年度決算額と比較して、歳入で39億8,481万8,210円、率

11.4％、歳出で36億7,991万502円、率10.8％の各増額だが、減税補てん債関係を除くと、歳入で7億
5,491万8,210円、率2.2％、歳出で4億5,001万502円、率1.3％の各増額である。また、実質収支額は
10億8,759万1,182円である。予算現額との比較では、歳入が100.8％、歳出が97.9％の執行率である。

決　算

一般会計　歳入388億9,063万2,668円
歳出377億5,133万2,486円

一
般
会
計

反
対
討
論
（

）

討
　
　
論

小
泉
内
閣
が
す
す
め
る
弱
肉
強
食
の
経

済
路
線
は
、
日
本
経
済
と
国
民
生
活
の
矛

盾
を
深
刻
に
し
て
い
る
。「
三
位
一
体
の

改
革
」
の
初
年
度
、
入
間
市
で
も
普
通
交

付
税
や
公
立
保
育
所
運
営
費
負
担
金
の
削

減
で
４
億
５
千
万
円
余
り
の
影
響
を
受
け

て
い
る
。
住
民
の
暮
ら
し
に
責
任
を
負
う

地
方
自
治
体
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
市
民

に
負
担
を
転
嫁
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

１
、
市
民
不
在
、
国
い
い
な
り
の
合
併
協

議
を
重
ね
、
１
億
４
千
万
円
の
費
用
を
ム

ダ
に
し
た
こ
と
。

２
、
部
長
会
や
課
長
会
な
ど
庁
内
任
意
団

体
に
対
す
る
市
長
交
際
費
の
支
出
。

３
、生
活
道
路
予
算
削
減
と
整
備
の
遅
れ
。

４
、
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
に
対
す

る
繰
出
金
１
億
490
万
円
。

５
、
就
学
援
助
で
、
実
態
に
合
わ
な
い
資

産
や
家
賃
等
の
制
限
に
よ
る
締
め
出
し
。

６
、
外
部
侵
入
に
よ
る
情
報
漏
え
い
の
お

そ
れ
、
膨
大
な
個
人
情
報
を
国
家
が
一
元

的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
、
問
題

の
多
い
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
。

以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

総
額
の
実
質
収
支
は
、
約
10
億
９
千
万

円
の
黒
字
で
、
効
率
的
な
執
行
と
経
費
の

節
減
に
努
め
た
結
果
と
評
価
で
き
る
。

歳
入
で
は
、
市
民
税
の
個
人
分
は
減
額

で
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
の
厳
し
さ
が

う
か
が
わ
れ
る
が
、
法
人
分
は
大
幅
な
増

額
で
、
市
内
事
業
所
の
業
績
向
上
が
表
れ

て
い
る
。

固
定
資
産
税
は
、
家
屋
や
償
却
資
産
の

新
築
や
設
備
投
資
に
よ
る
課
税
の
増
加
で

あ
り
、
納
得
で
き
か
つ
好
ま
し
い
。

歳
出
で
は
、
市
民
会
館
の
大
規
模
改
修

等
、
既
存
の
施
設
の
活
用
に
賛
同
す
る
。

全
面
開
通
の
目
途
が
付
い
て
い
る
、
市

道
幹
線
道
路
の
整
備
、
継
続
事
業
の
加
治

丘
陵
の
公
有
地
化
、
優
先
課
題
の
防
災
対

策
等
、市
民
生
活
向
上
に
合
致
し
て
い
る
。

狭
山
市
と
の
合
併
協
議
会
の
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
単
独
市
と
し
て
の
入

間
市
の
施
策
に
、
活
か
す
よ
う
に
望
む
。

今
後
も
、市
民
要
望
を
正
確
に
把
握
し
、

国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
等
の
構
造
改

革
の
中
、
税
源
移
譲
と
、
地
方
交
付
税
、

国
・
県
の
支
出
金
の
削
減
と
の
動
向
を
見

極
め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
要
望
す
る
。

賛
成
討
論
（
未
来
新
政
会
）

日
本
共
産
党

入
間
市
議
会
議
員
団
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市税負担額�市民1人あたり　13万2,642円�
1世帯あたり　　35万5,559円�16年度 歳入�

総額388億9,063万1千円�

市民1人あたり　25万1,832円�
1世帯あたり　　67万5,059円 �

16年度 歳出�
総額377億5,133万2千円�

平成17年3月31日現在　人口149,907人　世帯数55,923世帯�

一般会計歳入歳出決算�自主財源244億203万1千円（62.7％）・依存財源144億8,860万円（37.3％）�

平成16年�平成14年� 平成15年�

（億円）0　�市税� その他�市債�国庫支出金�地方交付税�繰入金� 県支出金�諸収入�繰越金� 地方譲与税�

9億51万1千円�
2.32%

6億5,969万円�
1.70%

8億3,439万円�
2.15%

12億5,508万7千円�
3.23%

15億2,733万7千円�
3.93%

14億1,820万1千円�
3.65%

25億3,574万7千円�
6.52%

38億5,235万1千円�
9.88%

60億2,340万円�
15.49%

198億8,391万7千円�
51.13%

�

（億円）0　�

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

民生費� 土木費�衛生費� 教育費�総務費� 公債費� その他�

25億1,692万7千円�
6.66%

71億4,836万円�
18.94%

54億2,066万5千円�
14.36%

44億7,596万円�
11.86%

34億2,033万円�
9.06%

51億3,017万1千円�
13.59%

96億3,891万9千円�
25.53%

5

10

15

20

25

30

60

200

195

40

35

50

45

55

その他の内訳�
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、��
　財産収入、寄附金、利子割交付金、�
　配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、���
　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、��
　自動車取得税交付金、��
　国有提供施設等所在市町村助成交付金、��
　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金�

その他の内訳�
　議会費、労働費、農林水産業費、�
　商工費、消防費、諸支出金、予備費�
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公
開
さ
れ
て
い
る
統
計
か
ら
み
る
と
入

間
市
行
政
の
透
明
度
・
活
性
度
・
効
率
化

を
示
す
偏
差
値
は
低
い
。
情
報
公
開
の
度

合
い
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
や
外
部
監
査

制
度
の
導
入
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

決
算
認
定
反
対
の
項
目
は
ま
ず
合
併
協

議
会
構
成
市
負
担
金
。
最
終
的
に
は
１
億

４
千
万
近
く
支
出
さ
れ
た
。
全
国
的
な
合

併
後
の
実
態
を
行
政
運
営
に
対
す
る
教
訓

と
し
て
み
る
と
市
債
借
入
残
高
だ
け
で
も

590
億
か
ら
１
千
127
億
に
増
加
し
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。新
市
建
設
計
画
の
内
容
が
重
要
。

２
点
目
は
歳
入
の
自
衛
官
募
集
委
託

金
。
米
軍
の
再
編
強
化
・
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
遣
を
反
映
し
て
入
間
基
地
か
ら
の
通

知
は
多
い
。
宣
言
を
し
て
い
る
が
平
和
行

政
は
今
日
的
な
工
夫
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

３
点
目
は
振
興
公
社
へ
の
支
出
。
４
点

目
は
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
。

平
成
16
年
度
は
２
千
146
万
７
千
98
円
で
あ

る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
行
き
着
く
と
こ

ろ
は
国
民
情
報
一
元
管
理
で
あ
る
。
５
点

目
は
就
学
援
助
制
度
。
見
直
し
が
成
っ
た

か
と
思
っ
て
い
た
が
42
人
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。

平
成
16
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入

総
額
で
前
年
度
対
比
11
・
４
％
増
、
歳
出

総
額
で
10
・
８
％
の
増
額
と
な
る
。

歳
入
で
は
、
市
民
税
の
個
人
分
は
景
気

の
低
迷
等
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
法
人
分
は
大
幅
な
増
額
で
あ
る
。
固

定
資
産
税
も
前
年
度
対
比
2.3
％
と
増
で
、

厳
し
い
状
況
の
中
、
市
税
総
額
は
前
年
度

対
比
2.2
％
の
増
と
な
っ
た
。

歳
出
で
は
生
活
保
護
費
、
児
童
手
当
費

関
連
の
扶
助
費
等
の
大
幅
な
増
額
の
中
、

投
資
的
経
費
は
、
市
民
会
館
改
修
工
事
、

市
道
幹
線
・
一
般
市
道
等
の
改
修
事
業
、

各
区
画
整
理
事
業
、
学
校
等
の
教
育
施
設

の
整
備
等
、
積
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え

る
。
決
算
分
析
指
標
で
は
経
常
収
支
比
率

の
上
昇
が
あ
る
が
、
財
政
力
指
数
は
上
昇

し
て
お
り
財
政
基
盤
の
安
定
性
は
図
ら
れ

て
い
る
。
公
債
費
比
率
等
は
若
干
上
が
っ

て
い
る
が
概
ね
健
全
財
政
が
維
持
さ
れ
て

い
る
。

今
後
は
各
事
業
の
必
要
性
や
緊
急
度
を

精
査
し
、
財
源
の
確
保
と
財
政
の
健
全
化

に
努
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
を
要
望
し
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

地
方
交
付
税
交
付
金
の
大
幅
な
減
少
に

よ
る
経
常
歳
入
の
減
少
と
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
等
に
よ
る

経
常
歳
出
の
増
加
に
よ
り
、
経
常
収
支
比

率
が
90
％
を
超
過
す
る
結
果
と
な
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
非
常
に
深
刻
で
あ
る
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の
大
幅
取
り
崩

し
に
よ
り
、
基
金
残
高
が
大
き
く
減
少
し

た
こ
と
も
非
常
に
憂
慮
す
る
。

一
方
で
、
財
政
厳
し
き
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
久
保
稲
荷

線
の
延
伸
、
学
童
保
育
室
の
増
設
な
ど
、

市
民
福
祉
に
寄
与
す
る
い
く
つ
か
の
事
務

事
業
が
進
展
し
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価

す
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

今
後
は
、
大
胆
な
財
政
整
理
と
市
民
福

祉
の
向
上
と
を
両
立
さ
せ
得
る
行
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
る
。
安
易
に
市
民
負
担
を

求
め
る
こ
と
な
く
、
聖
域
な
き
行
財
政
改

革
の
断
行
に
よ
り
、
市
民
か
ら
付
託
さ
れ

た
血
税
の
効
果
的
か
つ
有
効
な
分
配
活
用

に
向
け
、
い
っ
そ
う
の
努
力
が
な
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
ク
ラ
ブ
）

賛
成
討
論
（

）

民
主
党
・

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

反
対
討
論
（
そ
ら
ま
め
）

議会には、次のような権限
《やくわり・仕事をすることができる範囲》があります。

●議決権 条例の制定や改廃、予算などを決めます。
●同意権 主要人事（例：助役、教育委員等）の選任に対して同意するかどう

か決めます。
●調査権 議決により、市の事務に関する調査を行い、記録の提出を請求した　

りすることができます。
●選挙権 議長、副議長、選挙管理委員等を選挙します。
●その他 決定権、検査及び監査請求権、説明請求及び意見陳述権、意見表明権、

自立権、承認権、報告・書類受理権、請願受理権などがあります。
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反
対
討
論
（
そ
ら
ま
め
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

反
対
の
理
由
は
、
国
民
健
康
保
険
滞
納

者
に
対
し
て
、
資
格
証
明
書
を
交
付
し
、

保
険
証
を
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と

だ
。
平
成
17
年
５
月
31
日
現
在
309
人
が
、

資
格
証
明
書
を
持
た
さ
れ
て
い
る
。
資
格

証
で
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、
全
額
支
払

う
事
に
な
る
。
後
か
ら
請
求
す
れ
ば
、
７

割
戻
っ
て
く
る
が
、
当
面
の
お
金
が
な
け

れ
ば
、
医
療
機
関
に
か
か
れ
な
い
。

国
保
加
入
者
全
員
に
保
険
証
を
渡
す
べ

き
で
あ
り
、
資
格
証
の
発
行
で
、
受
診
抑

制
を
伴
う
制
裁
を
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

保
留
地
処
分
金
を
当
初
104
億
円
見
込
ん

だ
も
の
の
、
土
地
価
格
の
大
幅
な
下
落
に

よ
り
44
億
７
千
800
万
円
ま
で
減
額
し
、
計

画
変
更
の
度
に
市
費
投
入
額
が
増
や
さ
れ

て
き
た
。
今
日
の
厳
し
い
市
民
生
活
か
ら

見
て
、
一
部
の
事
業
に
莫
大
な
税
金
の
投

入
は
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

今
な
す
べ
き
こ
と
は
、
全
市
民
を
対
象

に
し
た
暮
ら
し
や
福
祉
、
教
育
分
野
へ
の

市
費
投
入
で
あ
る
。
狭
山
台
土
地
区
画
整

理
事
業
は
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
べ
き
だ
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

国
保
会
計
の
被
保
険
者
は
、
比
較
的
所

得
の
少
な
い
人
や
無
所
得
者
が
多
い
た
め
、

国
保
税
の
確
保
は
大
変
困
難
な
状
況
だ
。

納
税
相
談
員
や
徴
収
員
と
の
連
携
で
当
事

者
の
状
況
把
握
に
努
め
、
相
談
に
乗
っ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
国
保
税
を
滞

納
し
、
約
束
し
て
も
払
わ
な
か
っ
た
り
、

相
談
に
も
応
じ
よ
う
と
し
な
い
悪
質
な
人

に
は
保
険
証
が
発
行
さ
れ
ず
、
資
格
証
明

書
が
発
行
さ
れ
る
。
共
産
党
は
、
資
格
証

明
書
の
発
行
を
理
由
に
反
対
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
は
税
の
公
平
分
担
は
維
持
で
き
な

い
。
善
良
な
市
民
が
馬
鹿
を
見
る
よ
う
な

こ
と
が
、放
置
さ
れ
て
は
決
し
て
な
ら
な
い
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

ま
た
共
産
党
は
、
狭
山
台
土
地
区
画
整

理
の
縮
小
を
主
張
し
反
対
し
て
い
る
が
、

事
業
の
た
め
に
何
年
も
土
地
利
用
が
で
き

ず
困
っ
て
い
る
関
係
者
に
対
す
る
配
慮
が

見
ら
れ
な
い
。
行
政
の
責
任
と
し
て
、
他

の
新
規
事
業
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
で
も
事
業

の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
法
の
規
制
を
か

け
て
置
き
な
が
ら
、
十
年
・
二
十
年
と
掛

か
っ
て
い
る
の
は
責
任
問
題
で
あ
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
認
定
に
反
対
で
あ

る
。
理
由
は
滞
納
者
に
対

す
る
資
格
証
明
書
の
発
行
。

決
算
資
料
に
よ
る
資
格

証
明
書
の
発
行
状
況
と
そ

の
明
細
で
は
、「
応
答
は

あ
る
が
一
年
以
上
納
付
の

な
い
者
252
人
」「
応
答
は

あ
る
が
納
付
の
少
な
い
者

167
人
」
と
な
っ
て
い
る
。

少
な
く
と
も
こ
の
合
計

419
人
に
は
保
険
証
の
交
付

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

賛
成
討
論
（
未
来
新
政
会
）

平成16年度　特別会計決算一覧表�

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 �

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介 護 保 険 特 別 会 計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計�

入間市駅北口土地区画整理事業特別会計�

扇 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 �

狭 山 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 �

105億6,109万1千円�

76億4,029万4千円�

42億6,298万4千円�

34億8,880万6千円�

10億1,637万1千円�

3億9,664万9千円�

4億9,521万4千円�

14億7,506万3千円�

歳　　入�

102億7,965万7千円�

75億3,416万円�

40億6,435万5千円�

32億7,439万3千円�

5億8,154万円�

2億7,740万5千円�

4億7,976万2千円�

6億5,306万2千円�

歳　　出�

2億8,143万4千円�

1億613万4千円�

1億9,862万9千円�

2億1,441万3千円�

4億1,350万5千円�

1億615万9千円�

812万2千円�

6億7,800万9千円�

実質収支額�

特
別
会
計

討
　
　
論

反
対
討
論
（

）

日
本
共
産
党

入
間
市
議
会
議
員
団
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全
国
各
地
で
、
行
政
意
思
決
定

過
程
へ
の
市
民
参
加
が
、
要
綱
、
条
例
に

具
体
的
な
制
度
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。市

民
参
加
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
以
下
、
Ｐ
Ｃ
）
が

あ
る
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
と
は
、
行
政
案
を
公
表

し
、
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
行
政
の
考
え

を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
幅
広
い
市
民

に
対
し
て
、
行
政
ニ
ー
ズ
や
事
業
の
優
先

順
位
を
問
う
も
の
と
し
て
、
多
く
の
自
治

体
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

入
間
市
で
も
「
行
財
政
緊
急
改
革
プ
ラ

ン
」
の
中
に
Ｐ
Ｃ
の
実
施
が
書
か
れ
て
い

る
。
対
象
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

総
合
計
画
等
市
の
基
本
的
な
問

題
を
中
心
に
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ど
う
い
う
も
の
を
対
象
と
す
る

の
か
の
方
針
を
も
う
少
し
詳
し
く
聞
き
た

い
。

市
の
仕
事
は
、
最
初
か
ら
こ
れ

と
こ
れ
を
Ｐ
Ｃ
の
対
象
と
す
る
よ
う
な
単

純
な
も
の
で
は
な
い
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
対
応
し
て
い
く
。

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
は
市
民

は
わ
か
ら
な
い
。

Ｐ
Ｃ
を
取
り
入
れ
て
い
る
多
く
の
自
治

体
で
は
次
の
事
業
を
対
象
と
し
て
い
る
。

①
総
合
計
画
、
②
そ
の
他
の
基
本
計
画
、

③
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
制
度
、
④
権
利

を
制
限
し
義
務
を
課
す
条
例
、
⑤
一
定
規

模
以
上
の
公
共
事
業
。
市
長
の
考
え
は
。

Ｐ
Ｃ
あ
り
き
で
は
な
く
、
一
つ

一
つ
議
論
す
る
中
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
対
象
は

Question 2

野
口
哲
次
議
員

質
問

質
問

急
激
な
人
口
減
少
は
国
内
需
要

の
減
退
、
経
済
の
失
速
、
財
政
破
綻
、
国

民
負
担
増
、
国
際
的
地
位
の
低
下
な
ど
、

結
果
と
し
て
良
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
市
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。ま
た
、

将
来
の
施
策
は
あ
る
か
。

少
子
化
問
題
は
日
本
の
課
題
の

中
で
も
大
変
重
い
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
平
成
17
年
３
月
に
入
間
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
柱
に
立
案
、
す

べ
て
の
子
育
て
家
庭
が
健
や
か
に
安
心
し

て
心
豊
か
に
子
育
て
で
き
る
街
を
め
ざ
す
。

平
成
16
年
度
末
の
見
込
み
で
、

一
般
会
計
を
初
め
す
べ
て
の
会
計
を
合
せ

て
約
541
億
円
の
借
金
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

が
、
そ
の
借
金
を
し
た
理
由
と
返
済
方
法

を
わ
か
り
や
す
く
、
借
り
入
れ
を
し
な
い

で
手
持
の
予
算
で
健
全
な
運
営
が
出
来
な

い
か
。

借
金
を
し
な
い
で
す
め
ば
し
な

い
ほ
う
が
よ
い
。
財
政
を
組
む
上
で
借
金

も
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
、
特
別
会

計
は
事
業
を
行
う
中
で
返
済
し
て
い
く
。

一
般
会
計
が
問
題
、
316
億
円
の
債
務
残
高

の
40
％
は
市
の
意
思
で
借
り
て
い
る
訳
で

は
な
い
。
市
長
に
な
っ
た
当
時
の
借
金
は

219
億
円
、
現
在
は
216
億
円
で
特
例
債
を
除

け
ば
借
金
は
む
し
ろ
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

武
蔵
藤
沢
駅
南
側
踏
切
は
、
い

つ
予
算
化
し
、
改
良
で
き
る
の
か
、
予
算

が
な
け
れ
ば
加
治
丘
陵
さ
と
や
ま
自
然
公

園
整
備
に
む
け
て
の
予
算
を
２
、
３
年
遅

ら
せ
踏
切
の
改
良
工
事
に
廻
せ
な
い
か
。

現
在
、
平
成
19
年
度
、
国

の
街
づ
く
り
交
付
金
を
得
て
す
で
に
国
に

要
望
し
て
い
る
。早
期
実
施
に
努
力
す
る
。

少
子
化
問
題
、
市
の
借
入
金
の
状
況
は

Question 1

齋
藤
國
男
議
員

質
問

質
問

市
長

市
長

建
設
部
長

質
問

市
長

市
長

質
問

一
般
質
問�
Q uestion

nswerA

武蔵藤沢駅南側踏切（危険がいっぱい）

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
質
問
者

16
名
に
よ
り
12
月
12
・
13
・
14
日
の

3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
・
答
弁
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が

要
約
し
た
も
の
で
す
。

市
長



11

ご
み
有
料
化
は
「
お
金
を
払
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
」と
い
う
意
識
を
生
み
、

減
量
の
努
力
が
弱
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

先
進
事
例
で
効
果
が
出
て
い
る
。

有
料
化
だ
け
で
は
減
ら
な
い
。

日
野
市
で
も
、
市
民
と
の
対
話
を
徹
底
し

て
や
っ
た
。
有
料
と
い
う
制
裁
で
、
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
へ
意
識
の
啓
発
は
可
能
か
。

そ
れ
な
り
の
効
果
は
あ
る
。
排

出
者
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
理
解
を
得
る

た
め
の
話
し
合
い
は
大
切
。

有
料
化
に
と
も
な
う
個
別
収
集

の
費
用
は
試
算
し
て
い
る
か
。

計
算
し
て
い
な
い
が
増
え
る
。

有
料
化
す
る
前
に
、
市
民
と
の

対
話
を
通
じ
て
減
量
効
果
を
上
げ
て
い
る
、

名
古
屋
市
の
よ
う
な
努
力
を
す
べ
き
で
は
。

対
話
は
重
要
。
有
料
化
あ
り
き

で
突
き
進
む
気
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
年

間
の
削
減
目
標
を
決
め
て
取
り
組
み
、
結

果
を
見
て
有
料
化
を
や
め
る
こ
と
も
あ
る
。

学
校
給
食
の
調
理
委
託
の
場

合
、
公
務
員
で
あ
る
栄
養
士
と
別
会
社
の

調
理
員
の
連
携
は
ど
ん
な
形
態
に
な
る
か
。

１
〜
２
年
か
け
て
検
討
。
委

託
あ
る
い
は
派
遣
の
か
た
ち
を
と
る
。
所

沢
を
視
察
し
た
が
問
題
は
な
か
っ
た
。

質
問
に
答
え
て
い
な
い
。
栄
養

士
と
調
理
師
が
対
話
し
、
共
に
釜
を
か
き

回
し
、
共
に
味
見
を
す
る
と
い
う
連
携
で

こ
そ
、安
全
で
お
い
し
い
給
食
は
作
れ
る
。

こ
れ
が
委
託
で
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
を
や
れ
ば
「
偽
装
請
負
」
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
学
校
給
食
に
派

遣
法
は
適
用
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
よ
く
検
討
し
た
い
。

ご
み
有
料
化
問
題
、
学
校
給
食
の
調
理

Question 3

金
子
健
一
議
員

質
問

質
問

市
内
の
消
防
水
利
の
現
状
は
。

消
火
栓
が
２
千
250
か
所
、
防

火
水
槽
が
１
千
115
か
所
、
そ
の
他
池
、
プ

ー
ル
等
が
あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
河
川
等

の
自
然
水
利
も
活
用
す
る
。

水
道
管
の
耐
震
化
の
状
況
は
。

以
前
か
ら
強
く
て

壊
れ
に
く
い
鋳
鉄
管
を
使
用
し
て
き
た
。

市
内
水
道
管
の
耐
震
化
率
は
約
１
％
で
あ

り
、
現
在
重
要
幹
線
の
耐
震
化
推
進
と
老

朽
管
の
耐
震
管
取
替
え
で
対
応
し
て
い
る
。

住
宅
等
の
耐
震
診
断
や
補
強
に

対
す
る
支
援
の
拡
充
は
。

木
造
家
屋
の
無
料
簡
易
耐

震
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
国
が
耐

震
改
修
促
進
法
を
改
正
し
、
税
制
等
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

被
災
住
宅
再
建
支
援
制
度
の
確

立
を
、
国
や
県
へ
働
き
か
け
る
考
え
は
。

可
能
な
限
り
の
支
援
は
必
要
だ

と
感
じ
る
。
市
単
独
で
は
困
難
で
あ
り
、

国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
た
い
。

市
民
向
け
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
は
。

国
、
県
の
指
導
に
よ
り
、

再
来
年
ま
で
に
地
域
防
災
計
画
を
改
定
す

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
際
検
討
し
た
い
。

庁
内
訓
練
、
帰
宅
困
難
者
対
策

な
ど
、
多
様
な
防
災
訓
練
の
実
施
は
。

職
員
研
修
や
自
主
防
災
会
で
Ｄ

Ｉ
Ｇ
訓
練
（
状
況
判
断
訓
練
）
を
実
施
し

た
。
今
後
も
訓
練
の
充
実
を
図
り
た
い
。

今
秋
ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
４
市

共
同
で
帰
宅
困
難
者
帰
宅
訓
練
を
初
め
て

実
施
し
た
。
今
後
も
継
続
実
施
で
き
る
よ

う
に
、
４
市
で
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

Question 4

山
本
秀
和
議
員

質
問

建
設
部
長

水
道
事
業
管
理
者

質
問

市
長

市民の協力で入間市のごみは減っている

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

教
育
長

教
育
長

消
防
長

質
問

質
問

質
問

市
長

質
問

市
民
部
長

市
民
部
長

今年初めて実施された帰宅困難者帰宅訓練
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減
歩
し
た
土
地
の
地
価
が
低

下
、
住
宅
地
の
余
剰
、
保
留
地
処
分
金
の

激
減
、
市
財
政
の
悪
化
に
よ
り
、
扇
台
土

地
区
画
整
理
は
抜
本
的
見
直
し
が
必
要

だ
。
関
係
者
は
期
間
の
短
縮
を
望
ん
で
い

る
。
飯
能
市
の
事
業
計
画
及
び
換
地
設
計

見
直
し
の
基
本
方
針
は
、
行
き
止
ま
り
道

路
を
生
か
し
、
幅
員
を
狭
め
、
公
園
の
位

置
を
変
更
し
、
建
物
移
転
を
激
減
さ
せ
る

変
更
だ
。
扇
台
土
地
区
画
整
理
は
上
下
水

道
が
完
備
し
て
お
り
、
こ
の
方
式
を
採
用

す
れ
ば
期
間
の
短
縮
、
事
業
費
の
大
幅
削

減
、
減
歩
率
と
精
算
金
の
軽
減
が
図
れ
る

の
で
採
用
す
べ
き
だ
。

移
転
補
償
費
が
50
％
を
占
め

る
。
必
ず
し
も
６
ｍ
道
路
に
広
げ
る
必
要

は
な
い
。
行
き
止
ま
り
道
路
採
用
も
ケ
ー

ス
に
よ
る
。
審
議
会
小
委
員
会
で
見
直
し

を
始
め
た
が
、
移
転
を
80
戸
減
ら
し
10
億

円
削
減
の
見
込
み
だ
。
期
間
も
短
縮
で
き

る
。

加
治
丘
陵
の
計
画
見
直
し
で
保

全
の
意
義
を
再
確
認
し
、
幹
線
・
支
線
の

歩
道
整
備
も
切
土
・
盛
土
も
減
ら
し
、
自

然
を
壊
さ
な
い
計
画
に
見
直
す
べ
き
だ
。

加
治
丘
陵
保
全
は
武
蔵
野
の
丘

陵
を
守
る
砦
だ
。自
然
を
守
る
形
に
す
る
。

耐
震
偽
造
問
題
は
建
築
確
認
を

「
官
か
ら
民
へ
」
広
げ
、
利
潤
第
一
主
義

の
民
間
任
せ
に
し
た
こ
と
が
原
因
だ
。
事

件
の
背
景
は
何
か
。
市
民
の
不
安
解
消
の

た
め
、
市
内
の
高
層
住
宅
の
安
全
確
認
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

阪
神
淡
路
で
「
官
」
が
地
震
対

策
を
で
き
な
か
っ
た
の
で
民
間
に
広
げ

た
。
市
内
の
民
間
機
関
扱
い
は
、
大
規
模

な
県
扱
い
で
67
％
。
入
間
市
は
限
定
行
政

庁
で
高
層
建
築
物
を
調
査
す
る
責
任
は
な
い
。

扇
台
の
見
直
し
、
高
層
の
安
全
確
認
を

Question 5

石
田
芳
夫
議
員

質
問

市
長

質
問

市
長

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
介
護

保
険
料
と
利
用
料
の
軽
減
制
度
に
つ
い

て
、
市
長
の
評
価
・
見
解
は
。

こ
の
事
業
に
対
し
て
は
評
価
し

て
お
り
、継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

10
月
か
ら
施
設
利
用
者
の
食
費

と
居
住
費
が
自
己
負
担
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
軽
減
制
度
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

現
在
、
考
え
て
い
な
い
。

負
担
に
耐
え
ら
れ
ず
施
設
を
退

所
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
、
在
宅
で
介
護
す
る

よ
り
も
施
設
に
入
所
す
る
方
が
、
お
金
は

安
く
す
む
と
い
う
理
由
で
入
所
希
望
者
が

増
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
宅
で
介
護
で

き
る
方
は
、家
に
帰
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

全
国
で
は
施
設
を
出
さ
れ
、
自

殺
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
が
。

お
気
の
毒
だ
が
、
そ
う
い
っ
た

議
論
は
、
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。

青
少
年
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、

仲
間
同
士
で
時
間
を
過
ご
せ
る
場
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。ス
ケ
ボ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

十
分
に
検
討
し
て
い
く
が
、
既

存
の
施
設
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

全
国
で
も
、
青
少
年
む
き
の
施

設
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る
。
青
少
年
か
ら
の
要
望
も
強
い
が
、
必

要
性
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

認
識
は
し
て
い
る
。

設
置
す
る
際
、
青
少
年
の
意
向

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

検
討
し
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
の
軽
減
制
度
・
青
少
年
政
策

Question 6

吉
澤
か
つ
ら
議
員

質
問

市
長

市
長

質
問

スケボーパークで楽しむ青年（西東京市）

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

4月初め開通の富士見通線
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急
速
な
少
子
化
の
進
行
は
将
来

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
少
子
化

に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
の
取
り
組
み

は
、
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
入
間
市
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
15
年
度
１
・
15

平
成
16
年
度
１
・
13
と
少
子
化
が
止
ま
ら

な
い
。
少
子
化
対
策
と
し
て
、
若
い
子
育

て
家
庭
を
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
乳

幼
児
医
療
費
の
窓
口
払
い
の
廃
止
が
望
ま

れ
る
。
課
題
で
あ
っ
た
付
加
給
付
に
よ
る

二
重
払
い
の
問
題
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

重
複
支
給
が
な
い
よ
う
各
社
会

保
健
組
合
に
通
知
す
る
と
な
る
と
、
シ
ス

テ
ム
変
更
な
ど
で
経
費
が
か
か
る
。

窓
口
払
い
を
な
く
し
た
飯
能
市

で
は
、
実
施
当
初
二
重
払
い
が
出
た
が
、

間
も
な
く
解
消
し
「
お
金
の
問
題
よ
り
も

子
育
て
家
庭
か
ら
、
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と

が
重
要
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
視
点
か

ら
入
間
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
の
と
ら
え
方
は
、

様
々
あ
る
が
、
窓
口
払
い
の
廃
止
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

富
士
見
通
り
線
開
通
に
あ
た

り
、
国
道
463
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
富
士
見
通

り
線
進
入
口
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
右
折
車
線
の
延
長
と
右
折
信
号
の
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

右
折
信
号
に
つ
い
て
は
、
狭
山

警
察
に
要
望
し
て
い
る
。
右
折
車
線
延
長

に
つ
い
て
は
、
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
と

協
議
す
る
。国

道
463
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
安
川

通
り
進
入
口
交
差
点
横
断
歩
道
の
安
全
対

策
を
。

飯
能
県
土
整
備
事
務
所
と
店
側

で
協
議
し
て
い
る
。
市
側
か
ら
も
働
き
か

け
る
。

乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
払
い
の
廃
止
を

Question 7

安
道
佳
子
議
員

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

市
長

働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
て

い
る
人
を
応
援
す
る
た
め
に
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

の
推
進
、
育
児
中
の
親
の
再
就
職
支
援
、

男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
と
男
性

の
子
育
て
の
参
加
が
あ
る
。
求
職
中
の
保

育
、
仕
事
の
多
様
化
に
よ
る
一
時
的
な
保

育
、
保
護
者
の
病
気
な
ど
に
よ
る
緊
急
保

育
等
の
保
育
支
援
は
。

公
立
保
育
所
２
か
所
、
民
間
保

育
園
７
か
所
で
一
時
保
育
を
行
っ
て
い

る
。
職
業
訓
練
を
受
け
る
と
き
は
、
週
３

日
の
保
育
、
求
職
中
は
、
最
大
２
か
月
間

の
普
通
保
育
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
心
が
け
る
。

男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直

し
と
男
性
の
子
育
て
参
加
の
促
進
及
び
啓

発
、
市
内
企
業
に
お
け
る
雇
用
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
。
①
企
業
や
個
人
が
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
支
援
に
関
し
て
相
談
で
き

る
窓
口
の
設
置
。
②
両
立
に
関
す
る
情
報

提
供
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
は
。

関
係
各
部
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

加
治
丘
陵
さ
と
や
ま
計
画
は
、

多
額
の
公
費
を
投
入
し
自
然
保
護
と
市
民

利
用
の
調
和
と
入
間
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

自
然
公
園
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い

る
。
現
在
示
さ
れ
た
施
設
整
備
は
、
自
然

環
境
学
習
館
と
し
て
調
査
研
究
が
乏
し

い
。
日
常
生
活
の
中
で
環
境
を
守
り
、
子

ど
も
た
ち
が
動
植
物
や
自
然
素
材
と
ふ
れ

あ
え
る
入
間
市
ら
し
い
さ
と
や
ま
計
画
を
。

計
画
は
固
定
化
し
て
い
な
い
。

多
く
の
市
民
意
見
を
聞
き
見
直
し
て
い
く
。

育
児
中
の
親
の
再
就
職
支
援

Question 8

宮
岡
幸
江
議
員

質
問

市
長

市
長

質
問

市
長

質
問

企
画
部
長

質
問

横断歩道上を通過する車



地
権
者
の
土
地
提
供
等
で
狭
山

台
土
地
区
画
整
理
事
業
も
60
％
の
進
捗
率

を
超
え
、
道
路
、
公
園
等
の
公
共
施
設
も

整
備
さ
れ
、
良
好
な
市
街
地
を
形
成
し
は

じ
め
た
。
①
市
は
区
画
整
理
方
式
を
採
用

し
た
が
、
用
地
買
収
方
式
で
施
行
し
た
場

合
の
事
業
費
の
差
は
。
②
固
定
資
産
税
等

施
行
前
と
現
在
と
で
は
。

①
用
地
買
収
方
式
で

施
行
す
る
と
約
216
億
円
。
区
画
整
理
方
式

で
は
約
122
億
円
で
、
そ
の
う
ち
市
費
は
約

54
億
６
千
万
円
で
負
担
は
四
分
の
一
と
な

る
。
②
平
成
５
年
度
は
３
千
500
万
円
で
平

成
17
年
度
の
総
税
収
は
６
億
２
千
100
万
円
。

近
年
、
下
校
時
に
女
児
連
れ
去

り
殺
害
死
体
遺
棄
事
件
や
犯
罪
動
機
の
異

常
・
残
虐
な
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
平

成
16
年
１
月
に
、
犯
罪
防
止
等
に
貢
献
し

て
き
た
宮
寺
と
二
本
木
の
各
駐
在
所
を
、

埼
玉
県
警
察
本
部
が
４
月
か
ら
二
本
木
駐

在
所
を
廃
止
し
、
宮
寺
駐
在
所
に
統
合
す

る
計
画
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
地

元
の
新
旧
区
長
・
会
長
等
で
県
警
本
部
に

一
年
間
統
廃
合
の
延
長
と
協
議
の
場
を
要

望
し
た
。
①
宮
寺
・
二
本
木
の
中
央
に
交

番
建
設
が
で
き
な
い
か
。
②
空
き
家
に
な

る
２
つ
の
駐
在
所
を
地
元
防
犯
活
動
の
拠

点
に
で
き
な
い
か
。

①
平
成
18
年
度
に
宮
寺
・
二

本
木
の
中
央
「
通
称
三
本
桜
付
近
」
に
交

番
新
設
。
交
番
開
所
ま
で
は
各
駐
在
所
を

存
続
す
る
。
②
県
警
本
部
で
は
、
地
元
の

防
犯
拠
点
の
活
動
に
活
か
せ
る
な
ら
市
に

貸
与
す
る
と
の
こ
と
。
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宮寺と二本木の各駐在所

仮
称
宮
寺
・
二
本
木
中
央
交
番
新
設
!

Question 9

近
藤
常
雄
議
員

質
問

質
問

市
民
部
長

不
法
投
棄
に
つ
い
て
。
∏
職
員

に
よ
る
投
棄
ゴ
ミ
の
回
収
状
況
は
。
π
自

治
会
、
市
民
に
よ
る
回
収
の
量
と
持
ち
込

み
回
数
は
。
∫
青
梅
市
・
羽
村
市
の
ゴ
ミ

有
料
化
改
正
後
の
状
況
影
響
に
つ
い
て
は
。

∏
一
報
が
入
る
と
緊

急
性
、
危
険
性
の
あ
る
物
は
職
員
が
対
応

す
る
。パ
ー
ト
職
員
２
名
で
月
・
水
・
金
、

シ
ル
バ
ー
作
業
員
が
火
・
木
・
土
、
パ
ト

ロ
ー
ル
回
収
を
し
て
い
る
。
今
後
農
道
・

茶
畑
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。
π
廃

棄
物
持
ち
込
み
回
数
は
、
今
年
11
月
現
在

自
治
会
９
件
、
市
民
85
件
で
あ
る
。
青
梅

市
は
有
料
化
後
、
不
法
投
棄
に
変
動
は
な

い
。
羽
村
市
は
リ
サ
イ
ク
ル
法
制
定
後
、

平
成
14
・
15
年
に
建
築
廃
材
、
家
電
品
が

多
く
投
棄
さ
れ
た
。

∏
徹
底
し
た
ク
リ
ー
ン
対
策

は
。
π
徹
底
し
た
取
り
締
り
対
策
は
。

∏
日
曜
日
を
除
く
毎

日
、
監
視
回
収
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

π
平
成
16
年
度
か
ら
警
備
会
社
に
委
託

し
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
夜
10
時
か
ら
早

朝
２
時
ま
で
月
３
回
実
施
し
て
い
る
。

∏
現
状
の
把
握
は
。
π
監
視
体

制
に
つ
い
て
は
。

∏
廃
棄
物
の
山
は
金

子
に
２
ヶ
所
、
宮
寺
に
１
か
所
あ
る
。
立

ち
入
り
調
査
し
、
改
善
指
導
を
行
う
。
π

県
警
察
、
市
で
連
携
を
図
り
、
12
月
よ
り

深
夜
午
前
１
時
か
ら
早
朝
６
時
ま
で
毎
日

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

桂
橋
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
。

∏
要
望
書
の
取
り
扱
い
は
。
π
歩
行
者
用

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
。

∏
狭
山
警
察
署
を
通
し
、
県

公
安
委
員
会
に
要
望
し
た
。
π
今
後
も
強

く
要
望
す
る
。

不
法
投
棄
と
桂
橋
信
号
機
設
置

Question 10

平
山
五
郎
議
員

質
問

質
問

区
画
整
理
部
長

環
境
経
済
部
長

質
問

環
境
経
済
部
長

質
問

環
境
経
済
部
長

市
民
部
長

ショベルカーと残土



①
安
全
対
策
に
地
域
格
差
が
な

い
か
。
②
市
内
地
区
別
の
不
審
者
情
報
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
で
き
な
い
か
。

①
多
少
は
あ
る
。
格

差
是
正
を
今
後
指
導
し
て
い
く
。
②
有
意

義
な
こ
と
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

①
毎
年
浸
水
被
害
の
出
る
東
藤

沢
地
域
な
ど
へ
の
対
策
は
。
②
重
い
土
嚢

の
か
わ
り
に
吸
水
性
簡
易
土
嚢
の
活
用
を
。

①
抜
本
的
に
は
河
川
改
修
が

必
要
で
あ
り
、
県
と
よ
く
協
議
す
る
。
②

防
災
所
管
と
協
議
の
上
検
討
す
る
。

国
民
健
康
保
険
証
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
の
世
帯
別
か
ら
、
カ
ー
ド
タ
イ

プ
の
個
人
別
保
険
証
発
行
を
早
急
に
導
入

す
べ
き
。

来
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

最
近
大
問
題
の
悪
質
違
法
耐
震

性
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
に
は
、
財
団
法
人
住

宅
保
証
機
構
の
保
険
制
度
の
活
用
が
効
果

的
。
し
か
し
認
知
度
が
低
く
普
及
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
市
と
し
て
今
後

保
険
の
加
入
を
行
政
指
導
で
き
な
い
か
。

条
例
の
制
定
は
難
し
い
点
も
あ

る
が
、制
度
の
紹
介
等
含
め
て
対
応
す
る
。

地
区
体
育
館
や
老
人
憩
い
の
家

な
ど
の
ト
イ
レ
洋
式
化
や
手
摺
設
置
を
。

地
区
体
育
館
の
ト
イ
レ
洋
式
化

は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
老
朽
化
し
た
憩

い
の
家
の
改
修
等
を
含
め
て
、
年
次
計
画

を
立
て
早
急
に
実
施
し
て
い
く
。

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
グ
ラ

ン
ド
は
非
常
に
混
ん
で
い
る
。
市
長
の
認

識
、
今
後
の
展
望
は
。

整
備
の
遅
れ
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
努
力
し
て
い
く
。
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地域防犯パトロール

保
育
所
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策

に
向
け
て
の
対
策
は
。

待
機
児
童
と
い
う
の
は
、
１
・

２
歳
児
が
多
い
。
民
間
保
育
園
の
中
で
意

欲
的
な
施
設
と
協
議
し
な
が
ら
、
増
改
築

等
で
解
消
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

待
機
児
童
だ
け
で
な
く
、
保
留

児
童
も
合
わ
せ
る
と
、
119
人
に
な
る
。
公

立
保
育
所
の
延
長
保
育
も
含
め
て
見
直
し

の
計
画
は
。子

供
に
負
担
の
か
か
る
よ
う
な

長
時
間
保
育
は
い
か
が
な
も
の
か
。
19
時

ま
で
の
延
長
は
考
え
て
い
く
。

幼
保
一
元
化
も
含
め
て
の
、
対

策
の
考
え
は
。

市
内
で
も
、
民
間
の
わ
か
ば
保

育
園
が
今
年
の
１
月
か
ら
実
施
。
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
。

病
気
回
復
期
に
預
か
る
施
設
型

の
病
後
時
保
育
事
業
実
施
の
計
画
は
。

「
次
世
代
育
成
行
動
推
進
計
画
」

に
お
い
て
、
５
年
以
内
に
設
置
の
計
画
を

し
て
い
る
。
今
後
医
療
の
分
野
に
も
関
わ

っ
て
く
る
の
で
、
様
々
な
視
点
で
設
置
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

来
年
度
新
設
さ
れ
る
二
本
木
公

民
館
周
辺
の
道
路
整
備
を
。

厳
し
い
財
政
の
中
、
開
設
後
の

交
通
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

防
災
無
線
の
難
聴
地
域
解
消
の

た
め
、
防
災
無
線
の
新
設
・
見
直
し
の
計

画
は
。
特
に
健
康
セ
ン
タ
ー
付
近
が
空
白

地
域
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
新
設
の
計
画

は
。

災
難
や
緊
急
時
に
非
常
に
重
要

な
役
割
を
持
つ
も
の
。
空
白
地
域
に
は
早

急
に
新
設
に
向
け
て
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

Question 11

永
澤
美
恵
子
議
員

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

小
学
校
の
通
学
時
安
全
対
策
を

Question 12

金
澤
秀
信
議
員

質
問

質
問

質
問

質
問

建
設
部
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

教
育
総
務
部
長

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長



本
市
図
書
館
の
整
備
状
況
は
本

館
と
３
分
館
・
宮
寺
配
本
所
・
移
動
図
書

館
や
ま
ば
と
号
で
、
建
物
数
は
他
市
に
劣

る
も
の
で
は
な
い
が
、
生
涯
学
習
意
欲
の

た
か
ま
り
に
応
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
。
ま
た
市
民
の
知
的
欲
求
の
多

様
化
へ
の
対
応
と
配
慮
は
ど
う
か
。

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に

留
意
し
た
諸
活
動
、
祝
日
開
館
の
実
施
や

水
曜
日
の
開
館
時
間
延
長
の
試
行
等
に
努

め
て
い
る
。
平
成
16
年
度
は
延
べ
33
万
５

千
255
人
が
利
用
、
貸
出
点
数
は
97
万
８
千

255
点
で
県
内
で
は
８
番
目
。
50
歳
代
の
利

用
が
最
も
多
い
。

平
成
16
年
８
月
か
ら
、
予
約
の
準
備
が

で
き
た
際
、
他
市
に
先
が
け
電
子
メ
ー
ル

で
の
連
絡
を
開
始
。
引
続
き
電
話
連
絡
も

し
て
い
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
の
図
書
館

情
報
ボ
ッ
ク
ス
の
開
始
に
よ
っ
て
従
来
か

ら
の
電
話
は
廃
止
し
た
。

電
磁
波
を
懸
念
し
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な
い
環
境
の
人
、
ま
た

障
害
者
の
図
書
館
利
用
に
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
医
学
上

の
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し

た
こ
と
で
寄
せ
ら
れ
た
声
が
本
館
・
分
館

利
用
者
共
に
あ
る
が
。

来
館
し
た
と
き
に
電
話
で
連
絡

が
欲
し
い
と
申
し
出
て
く
れ
れ
ば
よ
い
。

そ
う
し
た
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
そ
の
点
が
広
く
伝

わ
っ
て
い
な
い
の
か
。
従
来
通
り
電
話
連

絡
が
可
能
で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
、
カ

ウ
ン
タ
ー
等
に
も
表
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

１
月
の
市
報
に
掲
載

し
、
館
内
に
も
書
い
て
分
か
り
や
す
く
す

る
。
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図
書
館
の
リ・

ク・

エ・

ス・

ト・

電
話
連
絡
可
能

Question 13

山
下
修
子
議
員

質
問

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
∏

『
元
気
な
入
間
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
』

の
今
後
は
。
π
特
定
の
施
設
の
設
置
等
に

制
約
的
な
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
条
例
・
指

針
の
市
民
生
活
へ
の
効
用
は
。
∫
『
地
区

計
画
』
の
成
立
全
体
を
、
指
導
す
る
よ
う

な
条
例
の
制
定
は
ど
う
か
。
ª
『
武
蔵
野

の
面
影
』
と
い
っ
た
、
文
化
価
値
に
配
慮

す
れ
ば
、市
の
利
益
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

∏
理
念
的
な
条
例
で
、
色
々
な

提
案
を
受
け
て
、
市
民
と
共
に
方
向
性
を

考
え
て
ゆ
き
た
い
。
π
ラ
ブ
ホ
テ
ル
建
築

規
制
に
つ
い
て
は
、
抑
止
力
と
し
て
の
効

果
が
あ
っ
た
。
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

の
規
制
で
は
、
居
住
者
も
含
め
て
、
周
辺

と
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
が
激
減
し
て
い
る
。

∫
『
地
区
計
画
』
を
行
政
の
指
導
で
お
こ

な
う
の
は
、
問
題
も
あ
る
。
開
発
の
時
に
、

相
談
し
て
決
め
て
い
る
。
ª
我
々
に
は
雑

木
林
と
一
致
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

景
観
条
例
と
す
る
に
し
て
も
、
コ
ン
セ
プ

ト
を
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

元
加
治
駅
北
側
の
駅
前
広
場
に

開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、『
民
間
交
番
』

に
つ
い
て
、
∏
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
設
置

さ
れ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ

る
の
か
。
π
無
人
駅
の
元
加
治
駅
の
安
全

性
を
補
う
性
質
の
も
の
か
。
∫
市
民
が
受

益
者
と
な
る
飯
能
市
、
と
の
協
議
は
。

∏
地
域
防
犯
は
効
果
を
上
げ

て
い
る
。防
犯
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

地
元
自
治
会
と
調
整
を
し
な
が
ら
考
え
て

ゆ
き
た
い
。
π
補
う
も
の
で
は
な
い
が
、

副
次
的
な
効
果
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
∫

飯
能
市
内
の
自
治
会
は
関
心
を
示
し
て
い

る
の
で
、
一
緒
に
行
動
し
て
行
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
・
元
加
治
駅
の
民
間
交
番

Question 14

宮
岡
治
郎
議
員

質
問

市
民
部
長

市
長

質
問

生
涯
学
習
部
長

質
問

生
涯
学
習
部
長

市
長

質
問

市立図書館

入間市と地元の協力で「民間交番」が設置される予定の、元加治駅北側の駅前広場。
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都
市
基
盤
を
整
備
し
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
は
資
産
と
し
て
人
材
「
職

員
・
市
民
」
の
育
成
が
大
切
と
思
う
が
。

人
づ
く
り
は
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
。
広
範
な
視
点
か
ら
分
野
別
リ
ー
ダ

ー
や
グ
ル
ー
プ
育
成
が
必
要
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
や
「
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
元
気
な
入
間
」
等
へ
の
活
動
支
援
や

新
し
い
職
員
の
採
用
も
計
画
策
定
す
る
。

今
後
の
入
間
市
の
あ
る
べ
き
姿

を
新
し
い
視
点
か
ら
見
直
し
て
は
。

入
間
市
の
資
産
で
あ
る
茶
畑

や
加
治
丘
陵
等
を
保
全
し
、
国
道
16
号
や

圏
央
道
イ
ン
タ
ー
の
道
路
網
な
ど
を
活
用

し
た
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
。
入
間
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
働
く
意
欲

が
持
て
て
、
市
民
が
活
力
の
原
資
と
な
る

よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
行
い
、
体
系
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

基
地
跡
地
の
活
用
計
画
は
。

国
か
ら
は
平
成
20
年
ま
で
に

市
が
利
用
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後
５
年

程
度
で
計
画
実
現
の
要
請
が
あ
る
。
計
画

を
担
保
す
る
財
政
事
情
を
踏
ま
え
研
究

し
、
検
討
す
る
。

狭
山
台
土
地
区
画
整
理
区
域
の

拡
大
は
。

拡
大
は
事
業
完
成
後
の
課

題
。
工
業
系
用
地
を
視
野
に
第
５
次
総
合

振
興
計
画
の
中
で
審
議
す
る
。

圏
央
道
周
辺
の
土
地
利
用
計
画

と
白
地
地
域
の
見
直
し
の
考
え
は
。

経
済
の
影
響
で
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
。白
地
は
調
整
区
域
で
あ
る
が
、

土
地
利
用
は
自
治
体
の
根
幹
を
な
す
。
第

５
次
総
合
振
興
計
画
の
中
で
議
論
す
る
。

藤
沢
中
央
通
り
線
の
宮
寺
ま

で
の
延
伸
は
、
過
去
の
一
般
質
問
で
も
取

り
上
げ
、
本
年
度
予
算
化
し
、
測
量
を
実

施
し
て
い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

現
在
、
境
界
確
定
測
量
を

実
施
し
て
い
る
。
３
月
に
地
元
説
明
会
を

行
い
、
平
成
18
年
度
か
ら
所
沢
市
と
協
議

を
進
め
、
10
年
を
目
途
に
進
め
て
い
く
。

入
間
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
が
、
開
発
が

進
み
多
く
の
平
地
林
が
伐
採
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
圏
央
道
が
中
央
自
動
車
道
と

接
続
し
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土
地
利
用
は

益
々
進
む
。
県
条
例
に
よ
り
大
規
模
開
発

に
伴
う
緑
地
保
全
は
25
％
義
務
付
け
ら
れ

た
が
、
３
千
㎡
未
満
の
駐
車
場
や
資
材
置

き
場
等
の
開
発
は
対
象
外
で
あ
り
、
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
虫
食
い
状
態
の
乱
開
発

に
つ
な
が
る
。今
後
の
土
地
利
用
と
し
て
、

緑
の
保
全
と
開
発
を
調
和
さ
せ
る
に
は
、

都
市
計
画
法
第
34
条
８
号
の
４
に
基
づ
く

区
域
指
定
を
し
、
一
定
条
件
の
下
で
の
開

発
を
認
め
て
い
く
ほ
う
が
最
終
的
に
は
緑

地
保
全
に
つ
な
が
る
。
市
長
の
考
え
は
。

現
状
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

土
地
利
用
構
想
が
第
５
次
総
合
振
興
計
画

の
審
議
会
で
議
論
し
て
い
く
。
そ
し
て
土

地
利
用
構
想
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
場
合
は

区
域
指
定
を
検
討
す
る
。

狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
の

中
高
層
地
区
は
土
地
利
用
が
進
ん
で
い
な

い
。
今
後
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

当
初
社
宅
等
を
考
え

て
い
た
が
、
最
低
敷
地
面
積
を
300
㎡
か
ら

200
㎡
に
緩
和
し
、
戸
建
住
宅
と
し
て
の
土

地
利
用
を
促
進
し
て
い
く
。

入
間
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土
地
利
用
構
想

Question 15

田
中
智
義
議
員

質
問

市
長

第
５
次
総
合
振
興
計
画
策
定
に
つ
い
て

Question 16

上
原
正
明
議
員

質
問

企
画
部
長

建
設
部
長

質
問

質
問

区
画
整
理
部
長

質
問

企
画
部
長

質
問

企
画
部
長

質
問

建
設
部
長

質
問

企
画
部
長

整備がすすむ
狭山台土地区画整理事業



最
近
新
聞
紙
上
等
で
、
地
方
行
政
の
特

に
財
政
面
の
建
て
直
し
に
関
す
る
記
事
が

目
だ
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
、「
町
お
こ
し
」

に
頭
を
抱
え
て
い
る
様
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
に
は

様
々
な
理
由
が
あ
っ
て
の
事
で
す
が
、
私

達
市
民
の
側
の
反
省
の
ひ
と
つ
に
、
行
政

へ
の
過
度
な
期
待
や
安
易
な
依
頼
心
の
保

持
、
ま
た
、
公
平
な
受
益
者
負
担
感
覚
を

持
つ
こ
と
が
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
。

一
方
行
政
の
側
と
し
て
も
、「
市
民
の

た
め
に
な
る
は
ず
」と
い
う
名
の
も
と
に
、

一
種
の
優
越
感
・
自
己
満
足
的
な
バ
ラ
マ

キ
の
体
質
が
定
着
し
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て
、
私
達
市
民
は

自
立
へ
の
目
覚
め
と
市
政
へ
の
よ
り
強
い

関
心
を
持
つ
こ
と
。
そ
し
て
、
行
政
側
に

は
「
本
当
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
」
と
い

う
市
民
感
覚
に
合
致
す
る
施
策
へ
の
努
力

が
大
切
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

『市民が自然と親しみながらコミュニケーション
を深める』という目的で、今年も３月26日（日）に、
農村環境改善センターと周辺の山林を会場に開催さ
れます。今回は市制施行40周年事業にも位置づけら
れ、いま実行委員会で具体化しています。
加治丘陵は、入間市によって保全・活用の計画が

進められており、平成13年４月に発足した『さとや
ま探検隊』には、保全に取り組んでいる７団体を含
む10団体が参加しています。
当日は、①炭焼き体験、②きこり体験、③加治丘

陵ミステリーツアー、④アウトドアクッキング、⑤
森の恵みとふれあいコーナー、⑥里山ギャラリー、
⑦森のコンサート、⑧さとやま発見ウォーキングと
いう８つのコーナーが
設けられています。
詳しくは、３月１日

号「広報いるま」をご
覧下さい。問い合わせ
は中央公民館２９６４
―２４１３）まで。

◎宮岡　治郎　○山本　秀和　　山下　修子　　
金子　健一　　金澤　秀信　　永澤美恵子　　
齋藤　國男　　忽滑谷陽子　　宮岡　幸江

◎は委員長　○は副委員長

議会だより編集委員会

市
民
と
行
政
の
一
体
的

な
協
力
関
係
を

高
田
譲
二（

）

久
保
稲
荷

加治丘陵
「春のさとやま探検隊」

市
民
の
声�
市
民
の
声�

昨
年
12
月
11
日
、
快
晴
の
中
で
第
33
回

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
夫
婦

揃
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
５
時
、
大
音
響
の
打
上
げ
花

火
を
合
図
に
大
集
団
が
ス
タ
ー
ト
。
ク
リ

ス
マ
ス
の
飾
り
つ
け
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
例
年
の
と
お
り
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
参
加
ラ
ン
ナ

ー
は
２
万
８
千
人
を
超
え
、
う
ち
日
本
人

が
１
万
７
千
人
で
す
。
沿
道
の
沢
山
の

人
々
の
鳴
り
物
入
り
の
大
声
援
を
背
に
、

ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
走
り
続
け
ま
し

た
。
ワ
イ
キ
キ
通
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ

ッ
ド
、
高
速
道
路
…
昇
る
朝
日
と
輝
く
海

を
眺
め
な
が
ら
カ
ピ
オ
ラ
ニ
公
園
の
ゴ
ー

ル
へ
。
42
㎞
強
を
完
走
・
完
歩
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ジ
ム
の
若
い
ラ
ン
ニ
ン

グ
仲
間
に
力
づ
け
ら
れ
、
元
気
を
貰
っ
て

今
回
も
ゴ
ー
ル
で
き
た
こ
と
に
、
感
謝
・

感
激
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
健
康
で
あ
れ

ば
こ
そ
！
私
共
も
二
人
で
130
歳
を
超
え
ま

し
た
。
健
康
に
感
謝
！
ま
す
ま
す
明
る
く

元
気
に
頑
張
り
ま
す
。

健
康
に
感
謝
マ
ラ
ソ
ン

人
生
に
乾
杯
！

蛸
島
義
弘
・
国
代
（
夫
妻
）

東
町

いるま
市�

○２月27日（月）開会
○３月２日（木）総括質疑
○３月３日（金）総括質疑
○３月７日（火）委員会
○３月８日（水）委員会
○３月10日（金）一般質問
○３月13日（月）一般質問
○３月14日（火）一般質問
○３月22日（水）閉会

※日程については、変更する場合もありますので、
議会事務局へお問い合わせ下さい。
�　2964-1111 内線5112・5113

3
月
定
例
会
日
程
案

昨年の「シイタケの種駒打ち」のもよう

入
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
理
事
長


